
 
 
 
 
 
 
 
 
  １１月１２日（日）、東京ドームシティプリズムホールにて第６回ジュニア料理選手権の最終

結果発表と表彰式が行われました。二次審査を通過した個人・団体部門各３組の中からグ

ランプリが発表され、昨年の先輩方を超えてグランプリを獲りたい！と強い気持ちでステージ

に上がった５名のメンバーは、「カツオ de がね？茶飯どんぶり」という自分たちの作品名が呼

ばれた瞬間、驚きと喜びの表情を見せていました。リーダーの板敷君は「日本一になったとい

う実感はまだまだありませんが、今後は応援してくださった学校や地域の方々にしっかり恩返

しできるよう、食で人や街をつなぐ活動を続けていきたい」と話してくれました。 

鹿児島水産高校 

食品工学科新聞 
～だから食品はおもしろい！～ 

第７号 

H２９年１１月２０日発行 

第６回ジュニア料理選手権でグランプリ受賞！ 

★食品工学科新聞のバックナンバーは，学校 HP で確認できます。 

・・・詳しくは，                       で検索！ 鹿児島水産高校 

“地産地消”商品開発コンテストで最優秀賞受賞！  

 昨年のスイーツ２作品に引き続き、今年は３年生が開発した「さくらかをる 燻しきっざこオイ

ル漬け（キビナゴのオリーブオイル漬け）」が県内高校生“地産地消”商品開発コンテストの一次

審査（書類審査）を通過しました。この作品は、枕崎産のキビナゴを使用し、かつお節の製造工

程をヒントに考案したものです。 

最終審査は１１月１７日（金）、サンロイヤルホテルにて６校８作品によるプレゼンテーションと

試食審査が行われました。そして、１４名の厳しい審査員の方々の前でプレゼンテーションも

堂々と発表し、質問にも冷静に答えることができた結果、見事最優秀賞を受賞しました。この

作品は、今後企業の方により商品化が検討される予定です。 

【川床 泰生くん】 

鹿児島キャリアデザイン専門学校 

［IT スペシャリスト科１年］ 

（H29.３月卒 知覧中学校出身） 

シクラメンの花言葉：「遠慮」「内気」「はにかみ」 

頑張る卒業生の近況報告★好きなことを仕事に・・・ 

私は３月に水産高校食品工学科を卒

業し、鹿児島キャリアデザイン専門学校

に進学しました。現在はプログラミングな

どの勉強をしています。いずれは自分の

好きなことを仕事にできるよう、毎日楽し

みながら頑張っています。 

今回この作品ができるまでに一番大変だっ

たのは、見た目をよくし、高級感を出すために

オイルのゴールドにキビナゴのシルバーが映

えるよう、きれいに瓶詰めをしていくことでし

た。審査員の方々から「おしいしい」「おつまみ

に合う」と言っていただきました。３年最後の

作品で最優秀賞を獲ることができ、本当にう

れしく思っています。 

テレビ局や新聞社から 
取材も受けました 

試食用のカナッペは 
彩りにこだわって用意しました 

プレゼンテーション審査では 
原稿を読まずに発表できました 

左から 萩原雄飛くん（坊津学園出身） 
水永悠斗くん（鷹巣中出身） 


